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●
絵
柄
と
文
面
は
別
々
に
組
合
せ
で
き
ま
す
。　

●
私
製
は
が
き
に
印
刷
し
ま
す
。

　
　  

切
手
を
貼
っ
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

喪中はがき料金表喪中はがき料金表
枚　数

50枚まで

100枚まで

150枚まで

200枚まで

4,200

80枚まで 4,500
円

円

4,800 円

5,300 円
6,000 円

料 金（税込）

200枚を超える1枚の値段 20円

服喪期間は？
両親・夫・妻は１年間、
兄弟姉妹は３カ月～６カ月が
一般的です。

喪中はいつまでに？
喪中は11月中旬から
12月中旬までに届くように
出すのが一般的です。

寒中見舞いはいつ？
寒中見舞いは１月８日から
２月４日頃までに届くように
出すのが一般的です。

喪中の範囲は？
自分を基準として同居している
配偶者、父母・子（一親等）、
祖父母・兄弟姉妹（二親等）が
一般的です。

〈喪中 Q&A〉

文例 １絵柄 D

文例 １絵柄 A 文例 2絵柄 B

文例 ４絵柄 G

文例 ３絵柄 C

文例 ５絵柄 H

文例 １絵柄 E 文例 １絵柄 F

令
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四
年
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二
月

七
月
に　
父　
一
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が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
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も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

喪
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に
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を
失
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せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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喪中につき
新年のご挨拶を

失礼させていただきます

７月に　父　一郎　が永眠いたしました
本年中に賜りましたご厚情に深謝いたしますと共に

皆様のご多幸をお祈り申し上げます

令和４年12月

〒412-0021　 312－1
0550－70－0022
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絵柄と文面は別々に組み合わせできます喪中はがき


